	　報　告　書
　
令和
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第３回白石町観光協会設立検討委員会については、下記のとおりです。

	期　　　日
	　令和５年１０月３０日（月）　１９：００～２０：３０

	場　　　所
	　白石町役場　３階　大会議室

	出　席　者
	別紙参照

	１．開会　　藤井課長補佐
２．委員長挨拶　　秀島委員長　　
３．協議内容
事例研究「うきは観光みらいづくり公社の取組について」
講師：福岡県うきは市　副市長　重松　邦英　様
　　　（一社）うきは観光みらいづくり公社　事務局長　倉掛　かおり　様
　※講師のお二方のオンライン講演によって進行。

　講演内容
　〇うきは市の概要
　〇うきは観光みらいづくり公社の設立までの経緯について
　　　（1）組織形態概要
　　　【要約】（一社）うきは観光みらいづくり公社は、平成31年4月1日に設立。地域DMOとして13人の職員で形成されており、うきは市役所、JA、商工会、温泉旅館組合等の事業者、関係部署と連携をしている。オールうきは観光戦略代表者会議、オールうきは観光戦略ワーキンググループ会議を定期開催し方向性等の意志疎通を図り、 活動実績として、①情報発信プロモーションとしてフルーツ・スイーツのブランディング、②受入環境整備として、施設運営、来訪客向けパンフレットを様々なニーズに対応する複数種類作成など多数挙げられる。
　　　（2）観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域
　　　　
　　　　【要約】区域設定の考え方として、うきは市内を6エリアに分割しそれぞれ特徴、観光客の実態の分析、観光資源について整理されている。例を挙げると、「つづら棚田」を有する山間部エリアでは、観光庁の補助事業により棚田周辺の体験メニュー造成を実施、森林セラピーコースの一つとして環境を保護している。
　　　　　　　　このようにエリアごとの特徴を活かしたまちづくりを推進するために、各イベント、各施設においても検討箇所をリストアップしている。

　　　　　　　　
　　　（3）収集するデータの詳細及び目的
　　　　【要約】収集するデータごとに収集の目的と収集方法を明記することで、継続的に
　　　　　　　　データを収集することの重要性を明らかにしている。具体的には、旅行消費額　　
　　　　　　　　のデータを、来訪者の消費活動の動向分析及び消費単価向上につなげるため、自主事業としてアンケート調査を実施するといったように、住民満足度やRESAS（地域経済分析システム：産業の強みや、人口動態など地域経済に関する様々なデータを、地図やグラフで分かりやすく可視化したシステム）分析についても明記されている。
　　　（4）戦略概要（地域における背景、特徴、ターゲット層、地域づくりコンセプト等）
　　　　【要約】観光を取り巻く背景として、女性や若年層、外国人旅行客から日本古来の風景、自然を体感できるエリアとして人気を集め、グランピングやアウトドアの観光需要が高まっている。しかしR2頃まではエリアによっては滞在時間が2時間程度～半日・1日以内と短く、日帰り客が来訪客の約9割を占めていた。二次交通の整備が不十分な点も重なり市内の周遊コースの環境整備は現在も課題として挙げられる。
　 これらの分析を踏まえ、ターゲット層を①福岡都市圏在住の30～40代②身に  付けるもの・食べるものにこだわりを持つ方③テレワーク、ワーケーションを行う中長期滞在の方の3層に絞り食文化・雑貨用品・宿泊施設等のさらなるPR・事業者の活性化に力を入れている。
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　（5）関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、プロ
モーション
　　　　　【要約】戦略の多様な関係者との共有の取組として、（1）記述のオールうきは観光戦略代表者会議が挙げられる。提供するサービスについてはクレーム等に対して、該当事業者への指導のみで終わるのではなく、会議などの全体報告の場で情報を共有することで事業者の全体的なサービス向上、市内観光の新着情報について効率的かつ戦略的な発信をする仕組みの構築に努めている。
　　　（6）KPI（重要業績評価指数：目標達成のために各方面において達成度合いの計測・評価
するための指標）の設定経緯や考え方
　【要約】うきは市が設定するKPIを旅行消費額、延べ宿泊者数、来訪者満足度、リピーター率の4項目で設定している。2022年の目標数値については、旅行消費額、延べ宿泊数、来訪者満足度の3項目でクリアし、リピーター率についても目標値超えとはならなかったが、85％超の高水準で推移している。
　　　　
　　　　
　４．閉会

　　　※以上、詳細は別添のとおり。




